
資料６）改定計画の骨格案「第４章 目指す姿と基本目標」

１ 目指す姿（ビジョン）

市民の安全・安心が確保されている

ヒグマと共生して、生物多様性が保全

されている

２ 基本目標

１ 市街地侵入抑制策の推進を行う

人とヒグマが安心して暮らせるまち・さっぽろの実現(仮)

～ゾーニング管理による共生を目指して～

・基本理念

・目指す姿

・ビジョン

そもそも市街地に出没しないことが

望ましいので、出没しないような

対策を講じる

２ 迅速な出没対応により被害を防止する

出没した際には、迅速に対応・対策を

とり、事故等の恐れがある場合には捕

獲を含めた体制を取る

３ 市民のヒグマへの意識を醸成する

ヒグマ対策には住民の理解と協力が

不可欠なため、ヒグマに対する市民の

意識を醸成する

指標(案)

・ヒグマ対策を自分事と捉えている人の割合（●人）【アンケート】

・札幌市が実施している施策の認知度【アンケート】

・イベント来場者数（比較対象は？）

・市街地ゾーンでの出没件数（他要素の影響大？）

・草刈り実施地区数（●件）

・電気柵普及率（●％）（調査方法が困難か）

・農家での被害額？

・人身事故件数ゼロ

ヒグマとのあつれき軽減人とヒグマの棲み分け

●人の生息圏とクマの生息域を区分

●不要な捕獲をなくす

●市街地等では事故防止を第一に

札幌市が目指すヒグマ対策 これらを目指すために 目指す姿（ビジョン）

指標(案) 指標(案)
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